
出資法人等評価・カルテシート（平成 26年度分） 

１ 出資法人等の概要 

団体名 公益社団法人豊中市シルバー人材センター 

所在地 北桜塚 3－1－28 所管部局・課 市民協働部 雇用労働課 

設立年月日 昭和 56 年（1981 年）6月 30 日 代表者 理事長  髙塚 準一郎 

基本金・資本金  うち市出資額（率） 円（   ％） 

設立目的 定年退職者等の高年齢退職者（以下「高年齢者」という。）の希望に応じた臨時的かつ短期的な就 

業又はその他の軽易な業務（当該業務に係る労働力の需給の状況、当該業務の処理の実情等を考慮 

して厚生労働大臣が定めるものに限る。次条及び第５条において同じ。）に係る就業の機会を確保 

し、及びこれらの者に対して組織的に提供することなどにより、その就業を援助して、これらの者 

の生きがいの充実、健康の保持増進、社会参加の推進を図るとともに、高年齢者の能力を生かした 

活力ある社会づくりに寄与することを目的とする。 

 

２ 役員・職員関係                        各年 4月 1日現在 

 H24 H25 H26 

 市派遣 市 OB  市派遣 市 OB  市派遣 市 OB 

役員 常勤 1 0 0 1 0 0 1 0 0 

非常勤 11 1 2 11 1 1 11 1 1 

職員 常勤 8 0 0 8 0 0 7 0 0 

非常勤 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

役員の平均年間報酬（H25 年度、千円）※常勤のみ 0 円 職員の平均年間給与（H25 年度、千円）・平均年齢 ※常勤のみ     6,895 千円・51.4 歳 

 

３ 財務関係 

 

 

 

 

 

損
益
計
算
書 

 金額（千円） 

H23 H24 H25 

総収入 676,658 701,290 718,154 

（うち市受入金） 45,506 42,735 41,700 

総費用 690,326 704,836 720,098 

経常損益 ▲13,668 ▲3,546 ▲1,943 

当期損益 ▲13,668 ▲3,546 ▲1,943 

貸
借
対
照
表 

 金額（千円） 

H23 H24 H25 

資産の部合計 157,987 159,113 156,984 

負債の部合計 77,306 81,978 81,792 

(うち有利子負債) 0 0 0 

純資産 80,681 77,135 75,192 

利益剰余金 80,681 77,135 75,192 

平成 25 年度実施分 商法法人以外 



４ 市の財政的関与の状況                         （単位：千円） 

 H23 H24 H25 主な内容、算出根拠等 

フ
ロ
ー 

補助金 45,506 42,735 41,700  

 
事業費 45,506 42,735 41,700  

運営費 － － －  

委託料 90,311 82,059 107,650 ペットボトル回収業務、自転車保管所管理業務など 

指定管理委託料 － － －  

その他 － － －  

計 135,817 124,794 149,350  

ス
ト
ッ
ク 

貸付金残高 － － －  

債務保証残高 － － －  

損失補償残高 － － －  

出資金 － － －  

その他 － － －  

計 － － － － 

 

５ 経営の状況 

（１）出資法人等の主な事業 

事業名 事業内容 活動指標 H23 H24 H25 
就業機会確保事業 会員に就業機会の提供 

仕事が契約までに至った件数 

就業率 

契約件数 

75.5％ 

11,185 件 

76.4％ 

11,520 件 

77.0％ 

11,930 件 

労働者派遣事業 会員に就業機会の提供 延べ就業人数 

事務手数料 

10,621 人 

4,119 千円 

11,888 人 

4,263 千円 

12,426 人 

4,492 千円 

無料職業紹介事業 会員に就業機会の提供 延べ就業人数 486 人 255 人 165 人 

普及啓発事業 会員の入会促進 

仕事の依頼があった件数 

粗入会率 

申込件数 

1.7％ 

12,586 件 

1.6％ 

12,205 件 

1.5％ 

12,964 件 

      

（２）財務指標 

指標 視点 内容 H23 H24 H25 

市受入金比率 
市受入金／経常収益×100 

自立性 
 
 

市への財政的依存度を表わします。一般的

に数値が低いほど、財政的に自立性が高い

といえます。 

6.72 6.09 5.81 

人件費比率（％） 
人件費／経常費用×100 

効率性 
 

数値が低いほど財務の弾力性が高いといえ

ます。総支出における相談業務等のマンパ

ワーが業務の中心となる団体については高

くなる傾向にあります。 

13.90 12.80 13.54 

管理費比率（％） 
管理費／経常費用×100 

効率性 コスト体質を表すもので、一般的に数値が低

いほど効率が良いとされます。 
15.30 1.61 1.19 

正味財産比率（％） 
正味財産合計／（負債＋正味財産合計）×100 

安全性 負債及び正味財産合計に対する正味財産合計

の割合。自己資本の比率が高いほど資本構成

が良く、経営の安全性が高いといえます。 

51.06 48.48 47.90 

固定比率（％） 
固定資産／正味財産合計×100 

安全性 正味財産合計に対する固定資産の割合。固

定資産を返済不要な正味財産合計でまかな

われているかを表します。100％未満であれ

ば安全性が高いといえます。長期的な経営

の安全性を示しています。 

33.20 36.54 38.65 

流動比率（％） 
流動資産／流動負債×100 

安全性 1 年以内に返済を要する負債に対する 1 年

以内に資金化できる資産の割合。数値が高

いほど支払い能力が高いといえます。100％

を下回る場合は注意が必要です。 

232.54 219.18 219.77 

 

 



（３）その他 

ア 給与体系 

区分 □独自体系  ✔市の体系を準用  □その他（              ） 

見直し予定 □予定あり（   年度予定） ✔済み（H25 年 4 月） 

イ 情報公開 

公開ツール □ホームページ（URL：                 ） 

□広報紙 ✔事務所備え付け ✔その他（                  ） 

公開内容 ✔定款 ✔役員名簿 ✔事業計画 ✔事業報告 ✔経営計画 ✔財務諸表 

ウ 指定管理者の状況 

施設名 指定管理期間 備考 

   

 

６ 経営上の課題  

・会員の粗入会率（豊中市の60歳以上の人口から算出）が1.5％（男性2.5％、女性0.8％）で、大阪府1.9％（男性2.8％、 

女性1.1％）並びに全国平均1.8％（男性2.8％、女性1.1％）よりも低い。また、会員の年齢層も70歳前半層が多くなり、 

 会員の高齢化もあり、発注者のニーズにあった就業者のマッチングが難しくなってきている。 

・先に述べた会員の高齢化に伴ない、後期高齢会員にもあった仕事の確保も課題として考える。 

・法人設立から33年が過ぎ、法人職員においても高齢化が進み、近年の内にその大半が退職をむかえることになる。10年後、

20年後の法人運営を見据えた組織の構成等の検討も緊急の課題となる。 

 

７ 経営改革の取り組み（平成 25年度）  

項目 取り組み内容 今後の課題・方向性 

中期事業発展計画の具体

化と実行 

平成 25 年度は、中期事業発展計画を具体化し

ていくための計画づくりと経営上の諸問題解

決策を合わせて、委員会や部会で検討を進め、

具体化していく。 

平成 24 年度から中期事業発展計画を元に

運営を展開しつつあるが、現実は、目標数

値を大きく下回っている状況である。目標

達成に向けた取組みを検討し実行してい

きたい。また、平成 26 年度は、中期事業

発展計画の中間期にあたり、この事業の検

証を行い、計画の見直し等を行い、事業の

発展をめざしていく。 

中期事業発展計画の具体

化 

平成 24 年度は、中期事業発展計画を具体化し

ていくための計画づくりと経営上の諸問題解

決策を合わせて、委員会や部会で検討を進めて

いく。 

平成 25 年度から中期事業発展計画を元に

運営を行っていく。また、計画の中間期に

事業の検証を行い、計画の見直し等を行っ

ていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８ 出資法人等の自己評価  

評価の視点 評価 今後の取り組み方針 

必要性 

・実施事業は、社会状況、

環境変化や市民ニーズに

適合しているか 

 

高齢者の就業及びその他の社会参加活動を推

進するものであり、高齢者がこれらの活動を通

じて公共的なサービスや地域社会に不可欠な

サービスの提供主体となっており、地域社会の

福祉の向上と活性化に寄与する点において、

「地域社会の健全な発展を目的とする事業」

に該当する。また、高齢者の就業及びその他の

社会参加活動の機会の実現は、高齢者が地域社

会の一員として誇りを持って健康で生きがい

のある生活の実現に寄与する観点から、「高齢

者の福祉の増進を目的とする事業」とも関連

する。 

センターに依頼される仕事は、可能な限り受注

し、就業につなげたい。 

また、それらのニーズにあった新規入会者を増

やしていくことに加え、既存の会員には、希望

職種を見直し新たな仕事にチャレンジするよ

う促していく。 

さらに、地域入会説明会の積極的な開催、チラ

シ、ＣＡＴＶ、講演会等を活用し、新規会員の

入会の促進と仕事の開拓に努めていく。 

効率性 

・人的・物的な経営資源は

有効に活用しているか 

・組織体制、人事給与水準

は適正か 

 

中期事業発展計画を具体化していく中で、事務

局組織の担当割等を組織化し、内部牽制体制を

確立。 

会員の能力を活用した新しい事務局体制づく

りをめざしている。 

事務局内の人員について、配置可能な部署から

会員就業に置き替えるなど、人件費の削減に努

めていく。 

また、運営経費についても、なお一層の縮減に

努めていく。 

新入会員に対し入会説明会や登録会のときに、

積極的に就業紹介を行っていく。 

有効性 

・意図する成果に有効に結

びついているか 

 

 

高年齢者等の雇用の安定等に関する法律の改

正で「一般労働者派遣事業」や「有料職業紹介

業務」などの事業を行なうことができるなど、

センターとして活動領域が拡がり、多種多様な

会員ニーズに応えるとともに、発注者の求人に

も多様な対応が可能となった。 

また、公益社団法人として、公平で適正な就業

機会の提供を推進している一方、特定の会員が

就業機会を独占しないよう就業制限を制定し

た。 

法令遵守の中で、会員数の増強をし、発注者の

多種多様なニーズに応えていけるように努め

ていく。 

センター事業の目的達成に向け、従来からの業

務の充実強化と新たな活動分野の開拓等に努

めていく。 

 

総合評価 

 

関係法令を遵守し、会員のみならず市民参加も

できる講演会の開催等、開かれた組織運営を展

開。 

中期事業発展計画のもと、目標達成に向け努力

しているところであるが、引続き、高齢者の多

様な活動・ニーズを調査しながら、伸び悩みを

見ている会員数の増強等を図ることと、高齢者

が働く場を確保・提供するということを重点に

事業を進めている。 

中期事業発展計画を具体化していく中で、検討

を行っていく。また、公益社団法人として、関

係法令を順守し、会員のみならず、一般高齢者、

市民、事業所など不特定多数の利益になるよう

な組織をめざしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９ 市による評価 

評価の視点 評価内容 課題・方向性 

団体の存在意義 

（必要性） 

・出資目的は薄れていないか 

・市の施策の方向性に適合して

いるか 

高年齢者等の雇用の安定等に関する

法律（以下単に「法」という。）に基づ

き、定年退職者等の高年齢退職者（以下

「高年齢者」という。）の希望に応じた

臨時的かつ短期的な就業又はその他の

軽易な業務に係る就業の機会を確保し、

及びこれらの者に対して組織的に提供

することなどにより、その就業を援助し

て、これらの者の生きがいの充実、健康

の保持増進、社会参加の推進を図るとと

もに、高年齢者の能力を生かした活力あ

る地域社会づくりに寄与する目的で設

立されており、これらの目的達成に向け

た取組みを行っています。 

今後、高年齢者がますます増加してい

くという社会状況を受け止め、高年齢者

の希望に応じた臨時的かつ短期的な就

業又はその他の軽易な業務に係る就業

の機会を確保し、社会ニーズに迅速かつ

適切に応えていっていただき、高年齢者

の能力を生かした活力ある地域社会づ

くりへの寄与を一層推進していただき

たいと思います。 

新規入会者の増加については、さまざ

まなメディア・ネットワークを活用し取

り組んでください。 

 

団体の活動領域 

（効率性・有効性） 

・出資法人等を活用するメリッ

トはあるか 

・出資法人等にしかできないこ

とか 

 

法により、高年齢者の希望に応じた臨

時的かつ短期的な就業又はその他の軽

易な業務に係る就業の機会を確保し、及

びこれらの者に対して組織的に提供す

ることなどにより、その就業を援助し

て、これらの者の生きがいの充実、健康

の保持増進、社会参加の推進を図るとと

もに、高年齢者の能力を生かした活力あ

る地域社会づくりに寄与する目的で設

立されており、これらの目的達成に向け

た一層の取組みを期待しています。 

市民の信頼を維持・増進し、今後、増

加していく高年齢者のニーズに適うよ

う、その目的達成に向けて、新たな活動

領域の開拓等を着実に遂行していって

いただきたいと思います。 

 また、今後一層高齢者の雇用労働施策

の進展に、市や関係団体等と緊密に連携

して、迅速かつ的確に対応していただき

たいと思います。 

団体と市との関係性 

（効率性・有効性） 

・事業の成果が市の施策の推進

にどれだけ貢献しているか 

・市の関与は適切か 

高年齢者の就業の機会を確保し、及び

これらの者に対して組織的に提供する

ことなどにより、その就業を援助して、

これらの者の生きがいの充実、健康の保

持増進、社会参加の推進を図るととも

に、高年齢者の能力を生かした活力ある

地域社会づくりへの寄与は、市の施策の

推進と同方向を示しています。 

 なお、上記目的を達成するため、補助

金及び役員（理事）の関与を行っていま

すが、経営改善並びに会員数の増及び会

員の満足度を一層進めていただきたい

と思います。 

高年齢者の就業機会の確保や、生きが

いの充実、健康の保持増進、社会参加の

推進、さらに高年齢者の能力を生かした

活力ある地域社会づくりは、重要な施策

の推進であるので、経営改善並びに会員

数の増及び会員の満足度など、中期事業

発展計画で示された目標達成が実現で

きるよう、市の関連施策と緊密な連携を

行い、一層進めていっていただきたいと

思います。 

 また、今後の高齢者の就業機会の確保

等については、市及び関係団体とこれま

で以上に協働して取り組みを進めてい

きたいと思います。 



総合評価 法の目的を達成するよう、法が認める

活動領域で、就業援助、生きがいの充実、

健康の保持増進、社会参加の推進を図る

とともに、高年齢者の能力を生かした活

力ある地域社会づくりに一層の寄与・貢

献を図っていただきたいと思います。 

また、中期事業発展計画に掲げられた

目標は、必ず達成するよう、これまで以

上の展開を望みます。 

高齢化が進む一方、地域経済の発展が

困難な下で、就業援助、生きがいの充実、

健康の保持増進、社会参加の推進を図る

とともに、高年齢者の能力を生かした活

力ある地域社会づくりが求められてい

ます。シルバー人材センターには、これ

まで以上に期待が寄せられるところで

す。 

そのためには、新たな活動領域の開拓

や、事務の効率化や営業体制の強化を一

層進めるととともに、会員のみならず広

く市民や事業者を対象とする事業を行

うことなどにより、中期事業発展計画を

着実に遂行していっていただきたいと

思います。 

 


